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梵 文 「大 本 経 」 写 本Cat.-No.498(ニMAV82,83)
に 関 す る 申 間 報 告
吹 田 隆 道
先に公表 した 「大 本経」第4章,5章 の復元作 業について,ゲ ッテ ィンゲ ン大学 のSiglindeDeitz博 士 よ り校正個所,
及 び疑問点 を挙げた詳細な連絡をいただいた。それに よる拙稿 の訂正は出来るだけ早 く発表 した い と考えているが,そ の
中で筆者 の浅学に より公表を知 らずにいたCat.・No.498(ニMAV82,83)写 本 の写真版が,左 断片 と右断片に分 け られ
て別kの 出版物に掲載 されてい ることを知 った。 この写本断片については前校訂者Waldschmidt博 士の解読に疑問を抱
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となってい る。このローマナイズに従 えぽ左断片(下 線部分)と 右断片の問に必要な欠損文字数が表面 と裏面で大幅に く
0
る って く る とい う矛 盾 が あ るの み で な く,R.5,及 びR.7で は他 の写 本 に 合 わ な い伝 承 が 生 じて くる。
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さて そ こで,右 断片 を 写 真 版 か ら新 た に ロ ーマ ナ イ ズ してみ る。 この 右 断片 は そ れ 自体 が二 つ の 断片 か らな って お り,
写 真 版 で は左 右 の部 分 が 一 行 ずれ て撮 影 され て い る。 たぶ ん ガ ラス プ レー ト内で 自然 に ず れ た ので あ ろ う。 以 下 に そ れ を
















71〃(c)〔ya〕..+++〔sauku〕1〃(2行 目が1行 目に な る可 能 性 が あ る)
写 本 の読 み に 関 して は 前校 訂 者 と大 きな 違 い は な いが,こ こで 注 目 しな けれ ぽ な らな い の は行 数 で あ る。Waldschmidt
博 士 が一 行 目 と した 上 に 明 らか に も う一 行 あ っ た こ とを示 す 文 字 の 一 部 が 確認 で き るの で あ る(次 頁 写 真 参 照)。 そ れ に
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とな る。 こ の断 片 は磨 滅 が は げ しく解読 が難 しい もの の,Waldschmidt博 士 の解 読 ど うりの行 数 で 確 か に一 行 目の上 は
真 っ直 ぐに切 れ て い る。 この よ うに 見 る とこの 左 部分 と右 部 分 を 同 じ写 本 と考 え る こ と に 疑 問 が 生 じ て く る。 前述 の
Waldschmidt博 士 のR一 マナ イズ に生 じた矛 盾 を考 え 合 わ す と,こ の 右 部 分 と左 部分 は それ ぞ れ 別 の 写 本 の断 片 で は な
い か と考 え られ る。 勿 論,現 状 で は 写真 版 を 使 用 して の作 業 で あ り,写 本 の 状 態,字 体,色,或 い は それ が整 理 され た 状
況 等 を考 慮 に 入れ られ な い のが 残 念 であ るが,そ れ は 今 後Dietz博 士 の御 協 力 を 得 る こ と と して,今 回 は こ の断 片 が別
の写 本 の もので あ れ ぽ,ど の よ うな結 果 にな るか少 し付 け 加 え てお きた い 。
まず 今 まで右 断 片 とされ てい た も の に関 して は行 数 以 外 の 問題 は 無 く今 まで と同 じ個 所 に比 定 され る。 左 断 片 に 関 して
もV.に つ い て は別 の 写 本 と して 同 じ個 所 に比 定 され るべ きで あ ろ うが,R.の 該 当す べ き個 所 を 考 え直 す 必 要 が あ る。 こ
の写 本 を一 応 七 行 写 本 と考 え る とV.か らR.ま で の欠 損 文 字 数 は お よそ500文 字 前後 であ り,他 の 写本 との異 同 が論 じ ら
れ てい た5行 目 〃1〔t〕竅kkha〕1〔u〕〃11よ4e.1の 始 ま り の 定 型 句 に,6行 目 〃1i〔yam・atra〕 〃1は そ の散 文 の 終 わ りの
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定 型 句 に,他 の 写 本 との異 同 な く比 定 で き よ う。 そ して,7行 目の 〃/〔tra〕dharmat竅Vdh〔rmat〕(�)〃1は 写 真版 で の解
読 が難 し い もの の,確 か に ダ ン ダが 認 め られ る こ とか ら,後 半 を4f.1の 導 入 部分 の定 型 句 とす る と欠 損 文 字 数 が あ う。
しか し,前 半 を4e.2の 韻 文d句 と決定 す る資 料 が 他 の写 本 に 残 って い ない 。 た だCat.-No.685,97,V,3に4f.1が
始 まる ま えにm=ucyate〃 とい う不 可解 な記 述 が あ り,写 本 の 欠 損 量 か ら 考 え て4e.2,d句 の あ とに(tasm稘ida)m
⑥
ucyate〃 とい う書 写 ミスが 有 っ た こ とを 示 して い る。 これ は言 うまで もな く梵 文 「大 本 経 」が 散文 を重 頌 に 言 い換 え る と
き の定 型 句 で あ り,そ の直 前 にiyamatradharmataが あ った か ら こそ起 こ る書 写 ミス と言}xる 。 した が って,4e.2,d句
0
は4b.4,d句 に 見 るtath穰ad龝idiyamatradharmat竄ｩ,或 い はSanghabhedavastuに よって 想 起 さ れ る4f.2,d
⑧句
のvipasyim穰稱yamatradharmat竄ﾌ よ うな 句 で あ った と思 われ,こ こ で も 以 前 の 解読 に よって 生 じて い た他 本 と






②Ibid.P.42,footnote8;拙 稿"TheMah穽ad穗as皦ra,AReconstructionofChapterIV&V,"佛 教 大 学




⑤ こ の 部 分 を 写 真 版 で 確 認 す る の は 困 難 で あ る 。 こ こ で は 一 応Waldschmidt博 士 の 解 読 に 従 っ た 。
⑥ 前 掲 拙 稿P.35,footnote2.
⑦ 前 掲 拙 稿P.29.
⑧ 前 掲 拙 稿P.37,尚,Sanghabhedavastuと の 関 連 に 関 し て は,拙 稿"梵 文 「大 本 経 」 の 復 元 に 関 す る 若 干 の 問
題"r印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第33巻,第2号,p.548参 照 。
